
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】 

ừ ○כ◐◦fi⅜⁸ ⱷ♦▫◄כ♃כ ─⅛√∟╩ ⅎ╢↓≤╩ ⁹ 

ừ ─ⱪ꜡⸗כ♃כ ≢⁸ ⱷ♦▫◄כ♃כ ─⅛√∟⅜ ∆╢↓≤

⌐ ™⁸ ─ ╙ ∆╢↓≤╩ ⁹ 

ừ ○כ◐◦fi⅜⁸ ─ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ≠ↄ⁹ 

 

 

オーキシンが発根を促進するメカニズムを解明 

〜発根を調節する農薬の開発に期待〜 

  
名古屋大学大学院生命農学研究科（研究科長：川北 一人）の古谷 将彦（ふるたに 

まさひこ）研究員は、このたび、奈良先端科学技術大学院大学（学長：小笠原 直毅）

バイオサイエンス研究科の田坂 昌生（たさか まさお）教授、同研究科の井藤 純（い

とう じゅん）助教、神戸大学大学院理学研究科の深城 英弘（ふかき ひでひろ）教

授、中国科学院との共同研究において、植物の発根を促進するホルモンであるオーキ

シンに係るその下流で働く遺伝子を活性化する基本的な仕組みを明らかにしました。 
 これまで、オーキシンと結合した受容体が、転写抑制因子(Aux/IAA)を分解するこ

とで、下流遺伝子の転写を ON にすると考えられていました。転写には、転写装置

（RNA ポリメラーゼи）の起動が必要なのですが、オーキシンによる Aux/IAA の分

解が転写装置を起動する仕組みは謎のままでした。 
本研究では、転写因子と転写装置をつなぐ転写メディエーター複合体に着目し、オ

ーキシンが Aux/IAA を分解し転写メディエーター複合体のかたちを変えることで、

転写装置に動力を伝達することを発見しました。 
 本研究の成果により、今後、オーキシンと同じように転写メディエーター複合体の

かたちを変えることができる化学物質を発根促進剤として開発することで、希少・有

用植物の挿木・挿苗による量産化が期待されます。 
 この研究成果は、平成 28 年 5 月 23 日付（米国東部時間 15 時）米国科学雑誌「米

国科学アカデミー紀要」オンライン版に掲載されました。 





 

 
╠ ↕╣⁸head/middle/tail─ ≈─⸗☺ꜙ

│ꜟכ ╩ ⇔⁸kinase⸗☺ꜙכꜟ
CKM │ ╩ ⇔╕∆⁹ 

≢│⁸IAA14/SLR⅜
TOPLESS TPL ╩ ⇔≡ kinase⸗☺ꜙכꜟ
≤ ╩ ╡⁸ LBD16─ ╩

OFF⌐⇔≡ ╩ ⅎ╢↓≤╩ ╠⅛⌐⇔╕

≡∫╟⌐fi◦◐כ○⁸√╕⁹√⇔ IAA14/SLR
⅜ ↕╣╢≤⁸ ⱷ♦▫◄כ♃כ ⅛

╠ kinase⸗☺ꜙכꜟ⅜ ╣⁸LBD16─ ╩

ON⌐⇔≡ ╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ⅛╡╕

⇔√ ⁹ 
╢╟⌐fi◦◐כ○⁸╠⅛≥↓─╠╣↓ kinase
─ꜟכꜙ☺⸗ ⅜ ⌐ ╩ ⇔⁸

─ ─ ONהOFF╩ ↄ ╡

ⅎ╢ ╖⅜ ╠⅛≤⌂╡╕⇔√⁹ 
 

【成果の意義】 

 ─ ⅜fi◦◐כ○⁸╡╟⌐ ╩ ∆╢ ╖⅜ ╠⅛≤⌂╡╕⇔√⁹ ⁸

≥fi◦◐כ○ ∂╟℮⌐ ⱷ♦▫◄כ♃כ ─⅛√∟╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢

╩ ≤⇔≡ ∆╢↓≤≢⁸ ╕√│ ─ ה ⌐╟╢

─ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 
 

【用語説明】 

オーキシン： 

ⱱꜟ⸗fi─ ≈⁹ ─╒⅛⁸ ─ ╛ ─ ╩ ∆╢ ⅝╩ ≈⁹ 
 
転写メディエーター複合体： 

⅛╠ ⁸ ╕≢ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ ≤ ╩ ∆╢

⌂♃fiⱤ◒ ≢⁸ ≢│ ≤─ ⅛╠ ⅜ ╪⌐ ╦╣≡™╢⁹ ≢│

fi◦◐כ○⁸ ─ ⱱꜟ⸗fi╛ ┼─ ⅜ ╠⅛⌐⌂╡≈≈№╢⁹ 
 
モジュール： 

♃fiⱤ◒ ─ ╩ ∆╢└≤╕≤╕╡─ ╩ ∫√♃fiⱤ◒ ─ ⁹ 




